
・輸出
１．輸出相手国割合（2020年9月）

１位：スイス 45.2%
２位：中国 20.3%
３位：シンガポール 11.4%
４位：南アフリカ 2.9%
５位：ジンバブエ 1.2%
その他 19.0%

２．主要輸出品目
電解精錬用の銅陽極／エレクトロウォン銅陰極
／粗銅／硫酸／発煙硫酸／セメント／甘蔗糖

・輸入
１．輸入相手国割合（2020年9月）

１位：南アフリカ 36.6%
２位：中国 12.5%
３位：アラブ首⾧国連邦 9.6%
４位：インド 8.1%
５位：日本 2.6%
その他 30.6%

２．主要輸入品目
石油／内燃機関用燃料／軽油／硫黄／医薬品

*1 GDP at market prices (Current USD)
*2 2020年1月から9月までの貿易額。1USD=17.51ZMW（2020年9月ま

でのザンビア中央銀行為替相場月平均を用いて換算）
*3 2020年1月から9月までの貿易額。1USD=108.22円（2020年9月まで

の日銀基準外国為替相場月平均を用いて換算）
＜出典＞ 1, 2, 5, 16, 19:EIU Country Report／3: ILO／4:The World 
Factbook (CIA) ／8, 9, 10, 12, 14: Monthly Bulletin (CSO)／ 7: World 
Bank／11, 13, 15:日本国財務省貿易統計／6, 17, 18:IMF／ 20: Ministry 
of Finance／21, 22:Bank of Zambia

マクロ経済レポート（2020年10月）
在ザンビア大
経済・開発協力班

２．主要マクロ経済指標

１．主要経済ニュース

３．貿易統計

１．ンガンドゥ財務大臣、債権者との交渉継続を保証（Daily Nation、1日）
ンガンドゥ財務大臣はユーロ債保有者に対し、政府は債権者と協調的かつ誠実な交渉を継続することで、IMFと連携の下、
公的債務状況の調査を完了させつつ、債務管理における主要指標の調整に要する時間を確保する方針であると述べた。

２．日本の3団体、中央州の学校に寄贈（Times of Zambia、2日）
ロシナンテス、北海道大学及びTCVコーポレーションが、学校再開後における新型コロナウイルス感染予防のため、マ
スク2,000枚、消毒剤・ハンドソープ670個、蛇口付きバケツ9つ、体温計9本と啓発用ポスターを中央州政府に寄贈した。

３．新国立公衆衛生研究所、毎日5,000回の新型コロナウイルス検査を実施（Daily Nation; Times of Zambia、6日）
政府は、新型コロナウイルス検査を一日あたり5,000回に増加させるため、国立公衆衛生研究所（National Public Health
Laboratory）を立ち上げた。同様に、国内での新型コロナウイルス感染状況を確認するため19,000人を対象とした新型
コロナウイルス有病率調査が導入された。

４．IMF、RFIの期限延⾧を発表（Times of Zambia、7日）
IMFは、ザンビアを含む全ての加盟国に対しラピッド・ファイナンシング・インストルメント（Rapid Financing
Instrument: RFI）の融資枠を拡大する措置を講じることを承認した。加盟国はRFIにアクセスすることで、経済的混乱か
ら生じる国際収支上の必要性に緊急的に取り組むことが可能となる。

５．ザンビア航空、12月に就航開始（Daily Nation、8日）
レサ民間航空機関事務局⾧(Gabriel Lesa, Director General, Civil Aviation Authority: CAA)は、ザンビア航空（Zambia
Airways）が今後２か月以内に就航予定であり、同社はザンビアの経済発展のための輸送手段として経済再生に大きく貢
献する旨強調した。

６．WTTC、ザンビアを安全な旅行先として認定（Daily Mail; Times of Zambia、12日）
世界旅行観光評議会 (World Travel and Tourism Council: WTTC) は、新型コロナウイルス禍における安全な旅行先とし
てザンビアを認定した。右認定は国家が「ニューノーマル」の下、新型コロナウイルス防止措置を遵守していることを
証明している。

７．カズングラ橋建設工事の終了（Daily Mail; Daily Nation、19日）
ザンビアとボツワナは、カズングラ橋建設事業に対して負う契約上の義務を全て履行した。ザンベジ川にかかる同橋の
建設はザンビア・ボツワナ間の合弁事業であり、右建設に要した総費用は2億5,930万米ドルとなった。

８．ERB、石油のパニック・バイを牽制（Daily Mail、21日）
エネルギー規制委員会（Energy Regulation Board: ERB）は、国内には十分な石油製品の在庫があり、人々はパニックに
陥って石油製品を買うべきではないとの見解を示した。ERBは今週、国内の一部地域にて報告された燃料不足は、一部
のトラック運転手による産業活動に起因するものであると発表した。

マクロ経済指標 2019年 2020年
1. 人口（百万人） 17.9 (est) 18.4 (est)
2. 人口増加率（%） 2.87 (est) 2.79 (est)
3. 失業率（%） 11.4 11.4
4. 平均寿命（男／女） 51.4/54.7 (est) -
5. GDP（百万米ドル）*1 24,248 (est) 21,005 (est)
6. GDP成⾧率（%） 1.44 -4.83 (est)
7. 一人当たりGNI（米ドル） 1,430 -
8. インフレ率（%） 11.7 (Dec) 16.0 (Oct)
9. 消費者物価指数（2009年=100） 242.42 (Dec) 274.20 (Oct)
10. 貿易収支（百万米ドル） -438.39 1591.52 *2
11. 対日貿易収支（百万米ドル） 109.86 -148.85 *3
12. 輸出（総額, 百万米ドル） 9,059.36 5532.22 *2
13. 対日輸出（百万米ドル） 168.3 118.82 *3
14. 輸入（総額、百万米ドル） 9,497.75 3940.7 *2 
15. 対日輸入（百万米ドル） 58.44 267.67 *3
16. 経常収支（百万米ドル） 146 44 (est)
17. 対外直接投資（百万米ドル） 5,048 (2018) -

18. 対内直接投資（百万米ドル） 25,777 (2018) -

19. 金・外貨準備高（百万米ドル） 1,450 873 (est)

20. 対外債務残高（百万米ドル） 13,800 13,800 (2019)
21. 為替レート（対米ドル） 10.45ZMW 20.2ZMW (Oct)
22. 主要政策金利（現行、年利％） 9.75 (Nov) 8.0 (Aug, 2020)


